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２０２６年２月１５日（日）公現後第６主日 

銀座教会・新島教会主日礼拝 

礼拝招詞 「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信じる

者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」ヨハネ福音書 3:6 

主の祈り 

交読詩編 詩編９１編１～５節  

いと高き神のもとに身を寄せて隠れ 

全能の神の陰に宿る人よ 

主に申し上げよ 

「わたしの避けどころ、砦 わたしの神、依り頼む方」と。 

神はあなたを救い出してくださる 

仕掛けられた罠から、陥れる言葉から。 

神は羽をもってあなたを覆い 翼の下にかばってくださる。 

神のまことは大盾、小盾。 

夜、脅かすものをも 

昼、飛んで来る矢をも、恐れることはない。 

 

使徒信条 

讃美歌 １６２番 あまつみつかいよ、イエスの御名の 

 

聖 書 ヨハネによる福音書５章１～１８節 

1 その後、ユダヤ人の祭りがあったので、イエスはエルサレムに上られた。 

2 エルサレムには羊の門の傍らに、ヘブライ語で「ベトザタ」と呼ばれる池があり、そこには五つの回

廊があった。3 この回廊には、病気の人、目の見えない人、足の不自由な人、体の麻痺した人など

が、大勢横たわっていた。3 （†底本に節が欠落 異本訳<5:3b-4>）彼らは、水が動くのを待ってい

た。それは、主の使いがときどき池に降りて来て、水が動くことがあり、水が動いたとき、真っ先に水

に入る者は、どんな病気にかかっていても、いやされたからである。5 さて、そこに三十八年も病気

で苦しんでいる人がいた。6 イエスは、その人が横たわっているのを見、また、もう長い間病気である

のを知って、「良くなりたいか」と言われた。7 病人は答えた。「主よ、水が動くとき、わたしを池の中

に入れてくれる人がいないのです。わたしが行くうちに、ほかの人が先に降りて行くのです。」8 イエ

スは言われた。「起き上がりなさい。床を担いで歩きなさい。」9 すると、その人はすぐに良くなって、

床を担いで歩きだした。 

その日は安息日であった。10 そこで、ユダヤ人たちは病気をいやしていただいた人に言った。

「今日は安息日だ。だから床を担ぐことは、律法で許されていない。」11 しかし、その人は、「わたし

をいやしてくださった方が、『床を担いで歩きなさい』と言われたのです」と答えた。12 彼らは、「お

前に『床を担いで歩きなさい』と言ったのはだれだ」と尋ねた。13 しかし、病気をいやしていただい

た人は、それがだれであるか知らなかった。イエスは、群衆がそこにいる間に、立ち去られたからであ

る。14 その後、イエスは、神殿の境内でこの人に出会って言われた。「あなたは良くなったのだ。も

う、罪を犯してはいけない。さもないと、もっと悪いことが起こるかもしれない。」15 この人は立ち去っ

て、自分をいやしたのはイエスだと、ユダヤ人たちに知らせた。16 そのために、ユダヤ人たちはイエ

スを迫害し始めた。イエスが、安息日にこのようなことをしておられたからである。17 イエスはお答え

になった。「わたしの父は今もなお働いておられる。だから、わたしも働くのだ。」18 このために、ユダ

ヤ人たちは、ますますイエスを殺そうとねらうようになった。イエスが安息日を破るだけでなく、神を御

自分の父と呼んで、御自身を神と等しい者とされたからである。 
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牧会祈祷 

 天の父なる神さま。御前に立つ礼拝に招いてくださり感謝いたします。 

罪深く、小さな私たちを憐れみ、愛してくださり、顧みてくださったことを感謝いたし

ます。入院されている方、自宅療養の方々がおられます。癒しの御手をお与えください。  

主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン 

 

説 教 「主イエス、病人を癒す」              牧師 近藤 勝彦 

ヨハネによる福音書５章１～１８節 

 主イエスの御業の中に病人を癒す働きがあったことは、どの福音書にも、一度な

らず出てきます。病人の癒しは、それだけ主の御業の中で重大なものであったと思わ

れます。今朝はヨハネによる福音書5章1節以下に記されているベトザタの池での癒し

の出来事から主イエスの働きを学び、活ける主イエスの御業を信じる信仰にしっかり

と立っていきたいと思います。  

イスラエルの都であったエルサレムの中に五つの回廊に囲まれたベトザタという池

がありました。実際、1949年の発掘調査で、この池と回廊の跡が発見され、その所在

が確認されました。五つの回廊というのは、池の周囲を囲む四つの回廊があり、ほか

にもう一つの回廊が、その池を二つに分けていたと言われます。  

ヨハネによる福音書は、この池の周辺、つまり五つの回廊には「病気の人」、「目

の見えない人」、「足の不自由な人」、「体の麻痺した人」などが、大勢横たわって

いたと伝えています。この個所を記している写本にはいくつもあって、池の名称も写

本によって異なります。「ベテスダ」という名を伝える写本もあって、口語訳聖書は

それを採用していました。それで皆さんの中には「ベテスダの池」と記憶している方

もおられるでしょう。共同訳聖書は別の写本を採用していますので、池の名は「ベト

ザタ」とあります。もし「ベテスダ」であれば、ヘブライ語で「憐みの家」という意

味の池ということになり、病気の人が集まる池の名としては相応しいとも思われます

。しかし現実のその池の光景は、とても「憐みの家」ではなく、悲惨な場所であった

ことが推測されます。と言いますのは、その池は恐らく間欠泉だったのでしょう。水

が動くというのは、おそらく水が噴き出すときに動くのでしょう。そのとき真っ先に

池に入る者が病気を癒されると言われていたようです。そうだとすると、水が動くた

びに、多くの病人が我先に争いあって池に入ろうとする悲惨な光景が繰り返されたの

ではないでしょうか。  

そこに38年間も病気で苦しんでいる人が、横たわっていたと言われます。主イエス

はその人を見て、もう長い間病気であるのを知り、そして声をかけ、その人を癒され

ました。その人の病気が何であったかは記されていません。それだけにかえって誰に

とってもこの癒しの御業は、身近なことになります。38年もその場にいたと言うこと

は、その人の言い分では、自分には池に運び入れてくれる人がいないということで、

言ってみれば、病気であるだけでなく、友人がいないこと、共に生きる人を持たない

孤立した人生であったことが、長期にわたる病と結びついていたことになります。さ

らに言いますと、この人は主イエスのことを知っていません。キリストを信じる信仰

生活を持ってはいませんでした。  

しかし、主イエスはその人を見て、病気であると知り、声をおかけになり、癒され

たわけです。「良くなりたいか」というのが主イエスの声掛けでした。そして「起き
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上がりなさい。床を担いで歩きなさい」と言われました。すると、その人はすぐに良

くなって、床を担いで歩き出したというのです。それがこの時の主イエスの癒しの御

業でした。この出来事からわたしたちは、わたしたちも癒されるという思いを持って

、主イエスの御言葉と御業を受け取りたいと思います。  

38年間の病の人は主イエスを知らず、信仰もなかったと申しました。ですからここ

での癒しは、「あなたの信仰があなたを救った」とは言われません。癒しの業は、も

っぱら主イエスがその人を見て、その病気を知りったことで始まり、そして声をおか

けになったことで主イエスの業として遂行されました。主イエスの行かれるところ、

そして主イエスがおられ、語りかけるところ、病人の癒しが起きたのです。そして今

日も起きるでしょう。  

主イエスは「良くなりたいか」と聞かれました。良くなりたいと願うことは、誰だ

って当たり前とも言えます。しかし38年、おそらく人生の大部分を病気の中に過ごし

てきたら、改めて良くなる意欲はとっくに衰えているとも考えられます。しかし主イ

エスはわたしたちに良くなりたいかと尋ね、良くなりたいと思う心を求めておられま

す。良くなるということは、病気でなく健康を欲することです。死ではなく命を願い

、生きることを願うことです。神は命の創造者です。そして主イエスは復活の活ける

主として、今日も共にいてくださり、働いてくださっています。「良くなりたいか」

という問いかけで、主は命じておられるとも言えるのではないでしょうか。病でなく

健康を欲しなさい。死ではなく、命を、生きることを願いなさい、と。  

38年間の病の人は、自分を池に入れてくれる人がいない、病から抜け出せないのは

友人がいないからだと言います。この問題も誰もがもっている問題ではないでしょう

か。沢山の友人がいるという人の話も聞きますが、友人がいないと言う人も多いので

はないでしょうか。しかし主イエスは友人をなんとかして持てとは言われません。主

イエスは友人を持つというより、あなた自身が誰に対しても、とりわけ困難の中にあ

る人に対して隣人になるように命じておられます。ですから、友人を持てとか友人を

作れというよりは、あなた自身が他の人の友になれと言われるでしょう。ですが、今

朝の癒しの出来事の中では、それも言われず、主イエス御自身が38年間の病の人、池

に入れてくれる人がいないと言った人の真実の友になったのではないでしょうか。  

このことは癒しの奇跡の結果から分かります。この病人を癒して、床を担いで歩き

なさいと主は命じましたが、それが安息日であったので、安息日に床を担いで歩かせ

たと言って、「ユダヤ人たちはイエスを迫害しはじめた」（16節）とあります。さら

には「わたしの父は今もなお働いておられる。だからわたしも働くのだ」と主が言わ

れたので、「ますますイエスを殺そうとねらうようになった」（18節）とあります。

病人の癒しは、結果から言いますと主イエスの命掛けの働きになりました。「友のた

めに自分の命を捨てること、これ以上に大きな愛はない」（ヨハ15.13）と同じヨハネ

による福音書に主の言葉が伝えられています。主イエスは大きな愛を持って、わたし

たちのために命を捨てて、病の癒しをなさいます。  

友人がいる、いないというときに、主イエス・キリスト、活けるキリストが共にい

てくださることを信じて、活けるキリストこそまことの主であり、しかも同時に真実

の友でいてくださることを思うべきです。活ける主イエスの愛の働きが今日もわたし

たちを支え、生かしていると思うべきです。ですから、キリスト者であって、孤独な

人はいません。活けるキリストが真実の友でいてくださるからです。  

「憐みの家」とも言われながら、実際は悲惨な場所が、主イエスの命がけの愛によ
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る癒しの働きによって、まことに「憐みの家」になりました。活ける主キリストがお

られ、働いてくださるところ、そこは真の「憐みの家」になります。教会はキリスト

の体ですから、主によって「憐みの家」であり、またそうでなければならないでしょ

う。キリスト者の家庭もまた憐みの家であるはずです。主イエス・キリストが活ける

キリストとして働いてくださるからです。  

主イエスはなぜ働いてくださるのでしょうか。それは主イエス御自身の言葉で、「

わたしの父は今もなお働いておられる。だからわたしも働くのだ」（17節）と言われ

ます。主イスは父である神のひとり子である神として、父なる神が働いておられるゆ

えに、今も働いておられます。命の創造者なる神が今も働くゆえに、病を癒されるひ

とり子なる神も働いておられます。病人の癒しが起きている所、そこに主イエスが働

いておられるのではないでしょうか。  

わたしたちは主の御意志、主の御命令に従って、病よりは健康を欲し、死ではなく

命を願い、生きることを願うと共に、活ける主イエス・キリストがわたしたちを生か

す主であり、真実の友であることを信じて歩みます。  

キリスト教伝道は医療の発達にも影響を与えました。医療活動の不十分な地域には

クリスチャン・ドクターを派遣し、医療伝道の形の伝道も行われてきました。独善的

な主張になってはいけませんが、福音の伝えられるところ医療活動がもたらされたの

です。逆に言いますと、心中密かに思うのですが、一人の病人を救急車が運びます。

他の車は一斉に脇に寄り、赤信号の中を救急車は突き進みます。一人の人の命がそれ

だけ重要なのだと、誰が教えたのでしょうか。キリスト教伝道の進むところ、一人の

命の尊さが伝えられます。病気でなく健康を欲し、死ではなく命を願う。なぜなら、

主イエス・キリストが命を懸けて癒すことに働いておられるからです。  

 

天の父よ。あなたが今日も働いておられるので、独り子・主イエス・キリストも働

かれると聞きました。主がご自分の命を懸けて、病める者の癒しにお働き下さること

を感謝したします。わたしたちもどうか病める者の友となり、病よりは健やかさを、

死よりは命をあなたに願うことができますように。そしてわたしたちの教会が、あな

たの憐みの家となり、命を尊び、生きることを悦ぶ信仰と力を与えられ、世に発信し

ていくことができますように。あなたのひとり子にして教会の頭である主イエス・キ

リストの御名によってお祈りいたします。アーメン。  

 

讃美歌 ３５１番 友という友はなきにあらねど 

献 金   

頌 栄 ５４４番    

 

祝 祷  安心して行きなさい。   

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

   あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


